
 

 

Ａ県内の病院における「看護職の夜勤・交代制勤務に関するガイドライン」の 

準拠状況に影響する要因 
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【はじめに】近年、看護職の長時間労働など労働環境改善が課題とされている。 A 県看護協

会では、2011 年よりワークライフバランス 1）（以下 WLB とする）事業を推進し、同時に「看

護職の夜勤・交代制勤務に関するガイドライン（以下ガイドラインとする）」定着に向けて

取り組みを行ってきた。勤務表作成において看護師長（以下師長とする）は、看護師がガイ

ドラインに沿っていない勤務希望を承認する場合、希望理由を聞くという関わりをもち勤務

表の作成を行っている。しかし、勤務希望を優先し、ガイドラインを準拠できず苦慮してい

るケースも少なくない。師長を対象とした勤務の実態と関連する要因に関する研究は見当た

らなかった。以上より、師長のガイドラインの準拠状況と勤務表作成に関する考え、病院規

模や夜勤体制、 WLB、ワーク・エンゲージメント（以下、 WE）などがどのように影響してい

るのか明らかにするために調査を実施した。  

【目的】A 県内の病院に勤務する師長が捉えた「看護職の夜勤・交代制勤務に関するガイド

ライン」の準拠状況に影響する要因を明らかにする。  

【方法】A 県内の病院に勤務し夜勤・交代勤務を行う部署の勤務表の作成を行う同意を得た

32 施設、165 名の師長を対象とし無記名自記式質問調査を実施した。調査期間は 2020 年

12 月〜2021 年 1 月で、調査内容は、基本属性、自作したガイドラインの理解度とガイド

ラインの準拠状況、 WE 尺度 2）、 WLB 尺度日本看護協会編 Ⓡ 3） であった。倫理的配慮と

して所属する看護協会倫理審査委員会の承認を得て実施した（承認番号 11）。研究協力施設

と研究協力者に書面で、研究目的・方法ならびに倫理的配慮について説明をした。研究

協力者の同意と調査用紙返送をもって同意を確認した。使用した尺度は許諾を得て実施

した。本研究における利益相反はない。  

【結果】103 名(回収率 62.4％）から返送があり、欠損がある 5 名を除外し 98 名を対象とし

た(有効回答率 95.1％）。  

基本的属性、 WLB、 WE、病院病床別・看護体制等とガイドラインの準拠状況では有意差は

なく（表 6）、師長の学歴のみ有意差（p=0.014）が認められた (表 4)。ガイドライン準拠状

況は、基準 4「夜勤の連続回数」（できている 88％）が高く、基準 7「夜勤時の仮眠」（でき

ている 36％）が低かった (表 2)。ガイドライン理解度を高得点群と低得点群に分けガイドラ

インの準拠状況を検討した。ガイドライン準拠状況の基準 2「勤務の拘束時間は 13 時間以内



 

 

となるようにしている」で有意な差が認められた (χ２検定、p=0.00５)(表 3)。交代勤務の種

類で 2 交代勤務を実施していると回答した師長の方が、ガイドラインに準拠した勤務を実施

していた（p=0.013）(表 5)。 

 勤務表作成時にスタッフの希望を優先する師長が 50％おり、ついで勤務の安全性であり、

ガイドラインを優先した師長は 15%であった（図 1）。  

 

表 1 夜勤・交代制勤務に関するガイドライン  

 

https://www.nurse.or.jp/home/publication/pdf/guideline/yakin_guideline.pdf 

表 2 ガイドラインの準拠状況  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

表 3 ガイドラインの理解度と準拠状況の関連  

 

表 4 基本属性とガイドラインの準拠平均得点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 勤務表作成時に何を優先するか  

 

 

 



 

 

 

表 5 病棟管理体制とガイドライン準拠状況  

 

 

表 6 ガイドラインの準拠状況とガイドラインの理解度、ＷＥ、ＷＬＢの関連性  

 

一元配置分散分析  P＜0.01** P＜0.05* 

【考察】  

１．ガイドラインの準拠状況について  

ガイドラインの準拠状況で、基準 4「夜勤の連続回数」と基準 11「早出の始業時刻

が高かった。基準 4 は前回調査時 4） も 90％と高値を示しており、今回も 95％で漸増

している。勤務表作成時の優先度では「希望」の次に「安全」が高いことから師長は、

個人や仕事上の安全性を重視しており、「夜勤の連続回数は 2 連続まで」を準拠でき

ているのではないかと考えられる。  

ガイドラインの準拠状況で、基準 9「土日の前後に夜勤のない休日」が低く準拠で

きていなかった。基準 9 は前回調査時も 65％、今回は 60.6％と低迷している。師長

はスタッフの生活環境を把握しているため、勤務希望を優先して作成することから、

基準 9 の準拠することよりも、個々に合わせた柔軟な勤務を優先しているのではない

かと考えられる。  

2 交代制が前回調査 69％から今回調査は 71.9％であり、3 交代制の施設はわずかに

減少していた。3 交代制のみが回答した、基準 3「月 8 回夜勤」が前回調査では 88％、

今回は 56.4％と低値であり、8 回以内となっている割合が低下していた。また基準 10

は前回調査では 17％であったが、71.2％と増加しており正循環の勤務を考慮している

ことが分かった。  

前回調査の対象者は看護管理責任者であり、今回は勤務表を作成する師長であるこ

とを考慮すると一概に比較はできないものの、ガイドラインを準拠できるようにして

いると推察できる。  

 

 



 

 

２．ガイドラインの準拠に影響する要因  

勤務表を作成する師長のガイドラインの準拠状況に影響する要因は、交代制勤務、

師長の学歴であった。ＷＥ、ＷＬＢ、ガイドラインの理解度は影響してなかった。師

長の学歴とガイドライン準拠に有意差があり、高学歴の方が準拠できていない現状で

あった。しかし、高学歴の師長が少なく、対象の教育背景に偏りがあるという事を踏

まえて高学歴の師長の方が準拠できていないと断定は出来ない。交代勤務に関して、

2 交代制、または 2 交代制と 3 交代制のミックスの勤務体制を取っていると回答した

師長の方が、 3 交代制に比べて有意にガイドラインの準拠ができていた。看護師の心

身ともに安全な勤務であるガイドライン準拠のためには、 2 交代制が準拠しやすいの

でないかと示唆された。  

ガイドラインの理解度と準拠状況の関連で、基準 2「勤務の拘束時間は 13 時間以内

となるようにしている」では、理解度の高得点群は低得点群に比べ、準拠できていな

いと回答した割合が高かった。勤務表作成時の第一優先は希望であったことから、師

長はスタッフの生活や個人の希望を考慮して勤務表を作成していると考えられる。  

さらには、準夜勤務と深夜勤務を合わせた 2 交代制を実施している病院では、16 時間

程度の拘束を余儀なくされることから、基準２を準拠できないことが推察される。こ

のことがガイドラインは理解できていても、基準 2 に準拠できない状況に必然性を与

えていると言える。  

しかし、長時間労働による疲労からくる医療事故のリスクを低減するためにも、また

労働者の健康と福祉をはかるためにも 5）拘束時間の準拠は改善すべき点であると考え

られる。  

今回の対象者は師長であり、ガイドラインにある項目の中で労働環境・条件の変更

が必要な内容については、対象者の一存で変更・改善できる内容ではないが、検討を

要する結果であると考える。よって、ガイドラインの準拠は、勤務作成者のみならず

職員全体でガイドラインの準拠状況を把握し、ガイドライン準拠するための方策につ

いて議論することが看護職の心身の健康の保持増進のために重要ではないかと考える。 

 

【結論】  

1）勤務表を作成する看護師長のガイドラインの準拠状況に影響する要因は、交代制勤務、

学歴であった。  

2）2 交代・ミックス交代制勤務をとっている看護師長の方が、ガイドラインの準拠ができて

いた。  

3）ガイドラインの理解度、 WE、WLB は、準拠状況に影響していなかった。  

4）ガイドラインの準拠状況は、 A 県の前回調査より準拠できている割合が漸増した。  

5）3 交代勤務者のガイドライン準拠状況は、基準 3(月 8 回夜勤）と基準 10(正循環）が低か

った。  

6）ガイドラインの準拠は、勤務作成者のみならず職員全体で議論することが看護職の心身

の健康の保持増進のために重要である。  
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